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］
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い
の
ら

『
」
は
な
る
生
命
、
よ
ろ
こ
び
に
満
つ
。

庇
け
く
商
く
輝
け
る

小
の
ち

な
が
め
生
へ
叩
を
深
く
も
と
ら
ふ
。

心
、
漂
ひ

と
こ
し
へ
に
川
よ
り
山
へ

■
も

ｌ
ヨ
ハ
ン
。
グ
ョ
ー
テ
ー
Ｉ

■

239 Ｉ



Ｊ一
ア
ッ
ピ
ヒ
ル
、
ス
ー
プ
ム
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ

く

（
説
明
の
便
宜
上
右
廻
稗
の
場
合
寺
」
す
）

Ａ
、
面
滑
降
か
ら
の
ア
ッ
ブ
ヒ
ル
，
タ
ー
ン
（
第
二
側
）

乳
、
正
規
の
面
滑
降
姿
勢
か
ら
、
雨
膝
を
少
し
く
曲
け
、
Ｌ
ス
キ
ー
の
内
側
の
エ
ッ
ヂ
潅
倣
か

立
て
人
、
体
重
を
Ｒ
ス
キ
ー
に
託
し
、
緩
狩
に
コ
ン
バ
ー
ジ
エ
ン
卜
の
ス
テ
ム
の
姿
勢
に
移
る

（
雨
ス
キ
ー
の
角
度
は
約
一
一
一
十
度
位
）
こ
の
場
合
、
Ｒ
ス
キ
ー
は
、
た
営
嵐
戒
前
方
に
滑
る
の

み
で
、
Ｌ
ス
キ
ー
で
ス
ー
プ
ム
す
る
の
で
あ
る
。
雨
ス
キ
ー
の
尖
端
は
出
来
る
だ
け
密
接
せ
し
め

上
体
は
、
成
る
べ
く
右
方
（
内
方
）
に
傾
け
よ
。

ｂ
、
瞬
間
的
に
，
Ｒ
ス
キ
ー
の
内
側
の
エ
ッ
ヂ
を
立
て
、
尻
を
外
側
（
左
側
）
に
披
ぢ
る
と
共

に
、
全
体
重
を
外
側
の
足
の
爪
先
に
の
せ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
敏
速
に
、
Ｒ
ス
キ
ー
を
Ｌ
ス

キ
ー
に
平
行
に
も
っ
て
行
き
、
前
方
に
出
し
重
心
を
Ｌ
ス
キ
ー
の
上
に
置
く
と
一
一
一
一
戸
ふ
よ
り
も
、

む
し
ろ
、
そ
の
テ
ー
ル
に
置
く
機
に
せ
よ
。

ｃ
、
雨
ス
孝
一
．
ｌ
は
殆
ん
ど
平
踏
み
し
、
体
重
を
雨
ス
キ
ー
に
か
け
、
水
平
の
位
世
に
な
っ
た
ら

、

ら
れ
た
も
の
で
、
最
近
同
含
よ
り
送
附
せ
ら
れ
た
も
の
に
よ
っ
た
。
鋤

少
ペ
ル
レ
フ
ェ
１
ル
シ
割
望
ヅ
ル
ン
ゾ

此
虚
に
課
戦
し
た
も
の
Ｌ
外
に
記
録
表
雛
形
凶
と
，
飛
躍
距
離
探

し
・
雛
パ
ゥ
蒜
卜
へ
一
一
↓
○
黙
を
雌
商
鮎
と
す
）
と
が
あ
る
が
、
印
刷
の
都
合

で
略
し
た
。
椛
威
あ
る
ス
キ
ー
競
技
規
則
の
制
定
は
現
下
本
邦
ス
キ

ー
界
の
重
要
な
ろ
問
題
で
あ
る
か
ら
し
て
、
読
者
が
本
規
定
に
減
目

せ
ら
れ
ん
事
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
諜
者
は
特
に
此
の
拙
課
ぞ
世
界

ロ
ロ
ロ
ロ

の
ス
キ
ー
競
技
界
の
率
惰
を
調
査
す
る
の
除
暇
な
き
大
日
本
体
挙
個
協

含
ス
キ
ー
部
委
員
諸
氏
に
献
赤
る
の
で
あ
る
。
（
加
納
一
郎
）

Ｉ
～
ｌ
～
ｊ
ｊ
ｊ
Ｉ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
～
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ
～
ｌ
～
ｌ
～
１
１

一
一
一
一
一
ス
キ
ー
用
材
の
種
類
に
就
い
て
一Ｉ

卒
塚
直
秀
丞

ス
キ
ー
爪
材
《
《
峠
匡
』
、
、
（
同
、
ｇ
ｏ
）
を
『
と
ね
り
こ
』
（
秦
皮
）
と
課
し
て

あ
る
の
は
大
な
る
誤
謬
で
あ
る
。
《
《
除
逗
崖
、
、
ぐ
」
は
。
Ｇ
昌
錘
冒
一
〆
冒
一
錘

惇
（
し
ほ
ぢ
脇
）
の
下
に
包
括
さ
れ
る
種
類
の
総
て
を
言
ふ
の
で
、

班
に
国
属
旨
景
目
）
ラ
含
国
鳥
国
．
（
と
ね
り
こ
）
を
指
す
の
で
は
な

い
ｏ
一
陰
と
ね
り
こ
』
は
本
州
四
則
に
、
生
し
、
本
邦
の
特
産
で
あ
る
。

本
邦
に
髭
す
る
「
し
ほ
ぢ
脇
』
を
班
ぐ
れ
ば
次
の
如
し
。

弓
旨
×
冒
誘
ご
昌
冒
昌
爵
一
国
．
、
麓
ｓ
口

弓
馬
ｚ
巨
匪
］
。
〕
】
唱
呂
砦
誘
》
聖
の
｝
）
．
ｇ
侭
二
９
．
砂
郎
流
毎

句
雷
揺
冒
二
鋲
冒
曽
］
舎
堅
〕
一
言
ｇ
》
岸
星
）
〕
●
．

－
．
胃
．
』
ｇ
ｏ
昌
呂
》
昌
虜
旨
．
《
で
酢
汰
酔

（
減
熱
一
○
黙
）
に
よ
り
飛
型
黙
数
凹
鮎
さ
な
る
。
よ
く
見
て
も
此

れ
で
は
五
黙
以
上
よ
き
鮎
を
得
ら
れ
な
い
。

シ
ュ
ヴ
ン
グ
、
シ
ュ
ヴ
ン
グ
を
や
る
こ
と
は
飛
型
鮎
数
に
少
し
し

か
叉
は
全
く
何
等
形
無
を
及
ぼ
さ
な
い
。
然
し
審
判
貝
は
シ
ュ
ヴ
ン

グ
ま
で
槻
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
れ
で
は
雄
商
一
靴
を
減
ず

る
こ
さ
が
出
来
る
。

Ｂ
、
滑
走
競
走

複
合
競
技
に
於
け
る
時
計
風
は
尖
れ
る
採
黙
を
計
郷
す
る
前
に
次

に
例
示
す
る
が
如
き
方
法
に
て
表
を
作
っ
て
股
く
が
い
い
。

最
良
時
間
一
時
間
一
二
分
一
五
秒

所
要
時
間
熱
数

時
分

一
、
一
二
、
一
五
’
一
、
一
二
、
二
九
一
一
○
、
○
○
○

一
、
一
二
・
三
○
’
一
、
一
二
、
四
四
一
九
、
八
七
五

一
、
一
二
、
四
五
’
一
、
一
二
、
五
九
一
九
、
七
五
○

一
、
一
三
、
○
○
’
一
、
一
二
、
一
四
一
九
、
六
二
五

一
、
一
三
、
一
五
‐
１
一
・
・
一
三
、
二
九
一
九
、
五
○
○

一
、
一
三
、
三
○
’
一
、
一
三
、
四
四
一
九
、
三
七
五

一
、
一
三
、
Ⅲ
五
！
一
、
一
三
、
五
九
一
九
、
二
五
○

一
、
一
四
、
○
○
－
一
、
一
四
、
一
四
一
九
、
一
二
五

以
下
同
断

イ
・
一
テ
ル
ナ
チ
ヲ
ナ
ー
レ
ス
キ
ー
ヲ
ー
ミ
・
シ
ョ
・
一

諜
者
附
言
。
此
の
規
定
は
閣
際
ス
キ
ー
委
員
合
図
に
於
て
制
定
せ

ロロロロロロロロロロロロロロロロロ画ロロロロロロロロロロロロロ
ロ

ロ
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一
、
“
ざ
］
芦
‐
。
｝
再
涜
二
言
〕
爵
↑

ぐ
．
Ｑ
昌
昏
屋
氏
及
び
瞥
冒
目
．
昆
皇
）
］
昌
雨
氏
は
、
こ
れ
を
《
《
窪
⑦
一
〕
〕
‐
向
冒
鋤
冒
昌
挙
ご
（
叉
は
、

ｍ
言
旨
冒
‐
丙
冒
昏
ご
旨
）
と
記
述
し
て
居
る
が
、
岸
．
瞬
昌
屋
氏
は
、
こ
れ
を
《
《
９
ｃ
ｍ
昌
○
冒
豊
豊
冒
旨
》
》

と
し
、
術
、
《
参
ｇ
ｏ
農
》
》
と
よ
く
響
い
て
店
ろ
様
で
あ
る
。
叉
、
聖
の
冒
冒
・
ロ
と
ｏ
｝
昌
農
自
旨
さ
の
、
コ

ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
言
ふ
鮎
か
ら
、
こ
の
一
一
語
の
普
と
意
味
さ
を
兼
ね
た
る
、
《
へ
、
冨
冒
昌
冒
旨
ご
く
」
も

言
ふ
て
居
る
。
○
胃
国
．
ぽ
こ
ｇ
の
一
・
氏
は
叉
、
同
氏
の
零
審
へ
《
正
江
目
色
、
底
一
目
祷
尾
》
に
、
《
へ
聖
ｇ
旨
言
娠
曾
‐

］
自
農
冒
旨
ご
と
し
て
説
明
し
て
居
る
。

私
は
、
《
璽
昌
‐
。
｝
鳥
冒
旨
慧
を
採
用
し
て
、
以
下
順
次
に
述
べ
る
率
に
し
ま
す
。

…
』

隅
２４つ

１

１



萎
勢
を
一
こ
る
こ
と
あ
ま
り
に
涯
き
も
の
。
減
黙
一
一
靴
。
此
の
不
幸
を

行
ふ
飛
躍
希
の
多
く
は
故
意
に
之
を
や
る
の
で
は
な
い
。
此
の
峡
鮎

は
一
般
に
飛
跳
に
於
て
悪
い
安
定
淀
惹
し
、
距
離
を
縮
減
し
、
叉
し

ば
し
ば
許
陸
に
於
て
縛
倒
す
る
。

察
中
此
の
間
に
於
て
峡
熱
は
稗
く
兇
け
得
ら
れ
ぁ
。
例
へ
ば

乱
、
ス
キ
ー
の
偏
倫
。
減
黙
約
一
一
鮎
。
ｂ
、
ス
キ
ー
端
の
あ
ま
り
に

上
向
き
」
な
れ
る
も
の
ｏ
減
鮎
約
一
一
一
鮎
（
不
自
然
で
倫
険
で
あ
る
）
ぐ

身
及
脚
の
保
持
に
於
け
る
種
々
の
峡
紬
。
そ
の
弧
さ
に
よ
り
一
－
四

丁
ヅ
ゾ
シ
ュ
ゾ
ル
ン
グ

黙
舎
毎
減
ず
る
ｏ
飛
躍
に
於
け
る
峡
黙
今
ぞ
合
せ
て
減
馳
一
’
七
黙
と

な
り
得
る
。

ザ
ウ
ブ
・
●
ジ
ユ
ブ
ル
・
ジ
グ

若
陸
ａ
、
着
陸
雁
間
に
鱒
倒
せ
る
も
の
は
一
○
鮎
を
減
ず
。

ｂ
、
芳
陸
後
の
鯉
倒
。
此
の
場
合
何
紬
を
減
ず
べ
き
か
睦
縛
倒
せ

る
場
所
、
或
は
１
不
良
な
る
着
陸
の
結
果
か
叉
は
そ
の
継
縦
な
る
か

，
一
成
は
優
秀
な
ろ
藩
陸
淀
な
し
幾
部
分
（
八
Ｉ
‐
一
○
メ
ー
ト
ル
）
充

分
に
平
衡
を
保
ち
た
あ
後
な
る
か
に
よ
っ
て
決
る
。
１
の
場
合
に
は

八
’
一
一
一
職
、
２
の
場
合
に
は
四
’
八
黙
を
減
ず
る
。
心
、
藩
陸
の

際
手
が
雲
而
に
脳
れ
る
こ
さ
。
此
の
峡
黙
は
そ
の
度
に
よ
り
純
倒
せ

る
も
の
の
如
く
減
熱
す
。。
シ
１
Ｊ
Ｉ
ン
ガ
ー

癖
判
員
は
鱒
倒
せ
る
飛
躍
》
徳
に
封
し
、
し
ば
し
ば
寛
詳
な
る
判
定

を
な
す
べ
き
こ
と
に
注
意
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
へ
ば
次
の
峡

了
・
一
種
ヅ
ッ

鮎
を
右
す
る
飛
躍
瀞
は
、
不
良
な
ろ
肌
身
（
減
黙
一
一
鮎
）
あ
ま
り
良

好
な
ら
ざ
る
安
定
（
減
鮎
凹
鮎
）
誇
陸
後
間
も
な
く
稗
倒
せ
る
こ
と

′戸
可
Ｌ

邑延

、

せ
る
も
の
及
び
良
好
な
ら
ざ
る
飛
躍
に
就
て
審
判
す
る
も
の
で
あ
る

審
判
典
は
此
の
飛
躍
の
探
黙
に
は
休
職
的
に
些
少
の
縦
軸
を
も
兄
る

の
で
あ
る
Ｊ

シ
仏
プ
リ
ン
徹
Ｉ

の
飛
躍
丘
頂
の
出
畿
黙
に
於
て
は
飛
蹄
者
は
一
一
○
黙
を
右
し
て
ゐ
る

競
技
に
伴
っ
て
生
ず
る
峡
鮎
に
従
っ
て
此
か
ら
減
黙
せ
ら
る
る
の
で

あ
る
。

》
，
。
ジ
ヮ
ウ
フ

滑
出
此
の
間
に
於
け
る
身
体
の
保
持
は
個
性
的
な
も
の
で
↑
の
る

か
ら
審
判
員
は
あ
ま
り
多
く
の
紬
を
つ
け
な
い
。
大
切
な
こ
と
は
ス

キ
ー
家
的
な
且
つ
自
然
的
毒
で
あ
る
。
職
鯉
於
け
る
難
Ｉ

γ
・
言
ソ
ウ
フ

就
小
不
安
定
ｌ
は
一
’
二
鍵
ぜ
ら
れ
あ
．
滑
出
で
糟
せ
る
も

の
は
一
一
○
紬
を
減
ず
。

ア
ヅ
・
フ
シ
ェ
ブ
災
シ
ヅ

飛
躍
飛
躍
の
際
の
峡
黙
を
認
定
す
る
こ
と
、
或
は
何
故
飛
雛

者
は
正
餅
祁
郷
鴎
ブ
雌
蓉
な
し
得
な
か
っ
た
か
叉
は
な
さ
ざ
り
し
か
の

理
由
避
見
る
こ
さ
は
な
か
な
か
む
づ
か
し
い
。

プ
ン
ザ
ヅ
ヅ

通
常
の
峡
黙
は
ａ
、
飛
躍
肴
が
肌
身
姿
勢
淀
と
ら
ず
叉
は
弱
し

し
か
や
ら
な
い
こ
と
ｏ
屈
萎
勢
で
は
此
の
よ
う
な
も
の
を
一
般
に
二

鮎
の
減
鮎
と
す
る
ｏ
ｈ
、
あ
ま
り
に
早
く
届
身
姿
勢
を
さ
り
、
叉
は

し
ば
し
ば
腿
す
ぎ
る
こ
さ
。
特
に
高
い
丘
の
場
合
に
は
恐
怖
の
偏
に

之
を
や
る
ｏ
減
紬
約
二
熟
〕
此
の
二
つ
の
峡
黙
は
飛
躍
距
離
を
減
ず

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
鮎
数
は
二
重
に
形
灘
す
る
。
前
の
峡
鮎
（
全

く
屈
身
せ
ざ
る
か
叉
は
弱
き
肌
身
卵
は
着
陸
に
於
て
早
く
屈
身
す
ら

こ
と
）
は
縛
倒
淀
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
。
ぐ
、
飛
躍
者
が
肌
身

匪
自
．
（
屋
青
色
、
胃
二
言
旨
）
が
雄
も
よ
い
と
忠
ふ
。
こ
の
思
．
、
．
『
」
害
．
を
小
範
幽
で
、
迅
述
に
そ
し
て
奇
麗
に
、
ア
ッ
プ
ヒ
ル
及
び
グ
ゥ

ヒ
ル
の
双
方
の
タ
ー
ン
が
出
来
る
様
に
充
分
に
練
習
し
て
置
い
て
へ
《
ｇ
ｏ
苔
ご
を
初
め
る
が
よ
い
。
』

即
ち
、
同
氏
は
、
巴
．
、
．
Ｂ
、
を
よ
く
練
密
し
て
か
ら
、
行
へ
と
述
べ
て
居
る
。
要
す
る
に
、
ス
テ
ム
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ
は
、
ご
ｍ
・
自
．

菱
形
と
も
見
ら
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
ス
テ
ム
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ
の
完
了
は
、
己
．
の
、
弓
．
の
そ
れ
と
畢
尭
同
じ
で
あ
っ
て
、
た
堂
節
一
動

於
い
て
、
浄
．
、
門
．
に
て
は
、
雨
ス
キ
ー
に
体
重
を
載
せ
て
全
制
動
す
る
に
反
し
、
ス
テ
ム
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ
に
於
い
て
は
、
一
方
の
ス

直
ぐ
習
得
す
る
事
が
出
来
る
だ
ら
ぅ
ｐ

冒
冒
氏
は
、
斯
様
に
述
べ
て
居
る
。

冒
曽
二
．
園
胃
巨
営
雨
氏
に
依
れ
ば
、
前
述
の
方
法
と
は
粕
を
異
な
り
、
全
制
動
（
体
重
を
雨
ス
キ
ー
に
）
か
ら
、
い
ざ
廻
縛
せ
ん
ざ
す
る

時
，
面
ち
に
体
重
を
外
側
ス
キ
ー
に
託
せ
よ
と
教
へ
て
居
る
。

（
第
一
間
参
照
）
要
す
る
に
、
前
若
は
、
全
制
動
を
せ
す
に
、
す
ぐ
竿
制
動
に
移
り
体
塑
を
内
側
か
ら
外
側
に
置
換
し
て
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ

を
行
っ
て
鵬
ろ
の
だ
し
・
後
者
は
，
全
制
動
を
先
づ
や
り
、
然
る
後
、
内
側
ス
キ
ー
に
体
重
を
託
す
る
事
な
し
に
外
側
ス
キ
ー
に
の
せ
て
、
ク

リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ
を
行
ふ
の
で
あ
る
。
後
者
は
旨
昌
一
氏
及
び
ｇ
邑
寄
旨
氏
の
言
ふ
厳
格
な
意
味
の
、
ス
ー
プ
ム
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ
で
は
な
く

む
し
ろ
、
ス
ラ
ム
、
タ
ー
ン
に
近
い
も
の
と
思
は
れ
る
。
そ
れ
故
、
後
者
な
ら
、
ス
テ
ム
、
タ
ー
ン
を
な
し
得
る
人
な
ら
ば
，
何
の
苦
な
く
、

直
ぐ
習
得
す
る
事
が
出
来
る
だ
ら
う
。
こ
の
事
に
開
し
て
は
、
後
述
す
る
。

エ
ッ
ヂ
ン
グ
し
て
止
ろ
。

ｂ
、
ｃ
、
の
動
作
は
連
細
的
の
も
の
で
あ
る
。
殊
に
、
ス
ピ
ー
ド
の
な
い
時
は
、
ス
テ
ム
・
タ
ー
ン
に
於
け
る
様
に
．
内
側
の
杖
を
彼
川
し

て
廻
韓
を
促
進
さ
せ
よ
。
（
ｏ
菖
言
旨
氏
は
、
練
智
肴
に
よ
っ
て
の
、
杖
の
使
湘
は
、
写
．
ｍ
・
弓
．
に
於
け
る
よ
り
も
、
大
な
る
補
助
ご
な
る
と
言

ふ
て
居
る
ｏ
）

一
．
ｕ
雨
ス
キ
ー
花
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
の
方
向
に
む
け
て
、
充
分
に
ス
テ
ム
し
て
か
ら
、
ス
キ
ー
を
平
行
に
さ
せ
、
蹄
に
体
重
を
託
す
る
様
に
し
て
、
ク

リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ
で
完
了
す
る
様
に
せ
よ
。
斯
く
の
如
く
す
る
時
は
、
初
め
は
，
ス
テ
ム
ー
タ
ー
ン
で
あ
る
が
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ー
ー
ャ
で
廻
雌
を

仕
上
げ
る
様
な
感
が
あ
る
だ
ら
う
。
此
の
如
き
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ
で
終
る
変
ウ
ン
ヒ
ル
、
タ
ー
ン
を
奇
麗
に
、
且
つ
敏
速
に
行
ひ
得
る
様

に
な
る
と
、
本
来
の
廻
卿
方
法
で
あ
る
ス
テ
ム
の
大
部
分
を
取
除
い
て
や
ら
う
と
言
ふ
燕
に
な
る
と
忠
ふ
。
こ
の
備
め
に
は
，
前
述
の
津
．

』
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優
勝
考
の
得
鮎
を
一
一
○
一
こ
し
、
其
他
に
鋤
し
て
は
優
勝
者
全
走
路
滑

走
所
要
時
間
よ
り
多
き
こ
と
四
分
毎
に
八
分
の
一
識
を
減
じ
、
最
低

鮎
を
Ｃ
と
す
。

ｂ
、
長
距
離
競
走
長
距
離
競
走
に
於
て
は
所
要
時
間
の
み
を
計

測
し
別
に
採
黙
せ
ず
壱
・

Ｕ
、
飛
躍
同
一
級
の
競
技
考
は
同
一
飛
雌
錫
の
同
一
黙
よ
り
出

義
し
少
く
も
一
一
Ｍ
飛
暁
を
行
ふ
。
全
て
の
飛
躍
は
審
判
き
る
。
飛
躍

は
一
一
○
よ
り
○
に
到
る
ま
で
探
黙
せ
ら
れ
、
一
一
○
を
以
て
雌
俊
と
す

名
級
の
競
技
に
於
て
雌
長
飛
耀
距
離
を
一
一
○
黙
ざ
す
。
各
不
例
飛

躍
は
別
表
に
よ
り
求
め
ら
る
ろ
所
の
飛
躍
鮎
数
を
祥
。
飛
型
黙
数
と

飛
距
黙
数
と
の
和
の
一
一
分
の
一
を
以
て
一
飛
雌
の
鮎
数
と
す
。

飛
型
癖
判
の
韮
準
は
、
身
体
の
保
持
、
ス
キ
ー
の
操
縦
、
飛
縦
諸

相
に
於
け
る
安
定
度
、
滑
出
及
び
悶
外
並
び
に
サ
ッ
シ
の
大
脈
さ
。

若
陸
斜
而
は
一
メ
ー
ト
ル
毎
に
明
諒
に
記
蛎
を
設
く
く
し
。

団
際
的
競
技
に
供
す
べ
き
識
迄
の
飛
躍
錫
は
川
来
得
べ
く
ん
ば
、

練
習
に
使
用
せ
ざ
ら
し
め
、
競
技
の
一
一
三
円
前
そ
の
競
技
に
参
加
せ

ざ
る
飛
躍
肴
を
し
て
吟
味
せ
し
む
る
の
要
あ
り
。

ｄ
、
複
合
競
技
複
合
競
技
に
あ
り
て
は
滑
走
競
走
と
飛
躍
競
技

ざ
の
鮎
数
の
平
均
を
以
て
そ
の
成
紙
服
位
花
進
む
。

一
○
、
選
手
椎
及
び
蛍

仙
界
選
手
椎
及
び
睡
洲
選
手
椎
は
文
書
と
せ
ず
。

番
組
及
び
女
諜
に
於
て
没
牌
の
額
絡
を
表
明
す
ろ
を
許
さ
ず
。

－
に
全
休
重
避
託
し
て
、
半
制
動
妾
勢
と
な
る
の
で
あ
る
。

（
恩
．
の
．
巴
．
に
付
い
て
は
、
本
誌
第
十
七
銃
の
庇
佃
氏
の
言
．
、
、
目
に
付
い
て
ｌ
陸
．
〕
営
昌
を
参
照
せ
ら
れ
度
い
◎
）

更
に
、
○
自
辱
旨
氏
も
、
ス
テ
ム
、
タ
ー
ン
と
，
ス
テ
ム
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ
ざ
の
価
別
に
付
い
て
、
つ
ぎ
の
様
な
事
を
言
ふ
て
居
る
ｏ

『
ス
テ
ム
、
タ
ー
ン
と
ス
テ
ム
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ
と
の
本
礎
的
の
兼
異
は
、
後
者
に
於
い
て
は
、
雨
ス
キ
ｉ
が
Ｖ
字
形
の
位
置
を
と
っ
た
時

に
、
決
し
て
、
雨
ス
キ
ー
に
同
時
に
体
重
を
載
せ
る
ざ
言
ふ
事
が
な
い
が
、
前
者
に
て
は
、
或
る
時
間
に
於
て
は
、
常
に
、
雨
ス
キ
ー
に
体

重
を
託
す
の
で
あ
る
。
ス
ー
プ
ム
、
タ
ー
ン
に
於
い
て
は
、
体
重
の
載
っ
た
雨
ス
キ
ー
が
、
ス
ノ
ー
、
プ
ラ
オ
ー
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
支
配
す
る
も

の
で
，
タ
ー
ン
は
適
宜
に
、
ス
キ
ー
相
互
の
そ
の
反
作
川
に
依
り
生
ず
る
も
の
で
あ
る
ｏ
ス
テ
ム
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ
に
て
は
、
決
し
て
、

ス
キ
ー
加
亙
間
の
ス
テ
ア
リ
ン
グ
、
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
の
作
川
は
な
い
。
最
初
は
外
側
ス
キ
ー
に
全
く
体
重
を
か
け
ず
、
後
念
に
、
そ
れ
に
全

体
重
を
移
し
て
、
内
側
ス
キ
ー
を
既
刻
に
平
行
に
も
っ
て
行
く
の
で
耐
こ
の
場
合
、
雨
ス
キ
ー
間
の
ス
テ
ア
リ
ン
グ
の
反
作
川
は
不
川
で
あ

る
Ｏ
』

こ
上
に
於
い
て
、
も
と
に
立
ち
か
へ
っ
て
、
誉
冒
二
．
園
胃
匡
自
南
氏
の
要
領
を
持
っ
て
来
て
見
る
ｏ
前
に
も
述
べ
た
様
に
、
明
か
に
冒
昌

氏
や
。
目
罵
旨
氏
の
と
は
、
異
な
鳥
難
を
知
る
。
即
ち
、
後
考
の
雨
氏
の
一
言
ふ
ス
テ
ム
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ
よ
り
も
、
む
し
ろ
矢
張
り
「
ス

テ
ム
、
タ
ー
ン
に
近
い
も
の
ｓ
言
ひ
得
る
。

次
ぎ
に
、
冒
普
厚
氏
は
、
淵
降
か
ら
、
外
側
ス
キ
ー
に
体
重
を
載
せ
て
．
そ
れ
で
ス
テ
ム
し
（
内
側
の
ス
キ
ー
で
は
、
ス
テ
ム
せ
、
ず
，
体
重

も
載
せ
ず
）
つ
ぎ
の
瞬
間
に
、
外
側
の
足
の
侭
に
力
を
入
れ
て
、
外
側
ス
キ
ー
の
テ
Ｉ
ル
を
名
方
に
雁
す
る
様
に
し
て
，
後
、
内
側
ス
キ
ー
を

外
側
ス
キ
ト
に
平
行
す
る
さ
記
述
し
て
居
る
。
こ
の
場
合
に
於
て
は
じ
ス
テ
ム
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
時
の
、
体
重
の
位
遊
が
、
他
の
人
と
異
っ
て

居
る
。Ｂ

、
斜
滞
降
か
ら
の
ア
ッ
プ
ヒ
ル
、
タ
ー
ン

要
恢
は
、
前
節
の
面
滑
降
か
ら
の
、
ア
ッ
プ
ヒ
ル
、
タ
ー
ン
さ
・
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
る
ｏ
重
椎
す
る
か
ら
街
略
す
る
。

然
し
、
目
三
目
氏
の
所
詔
。
ス
テ
ム
ポ
ー
グ
ン
、
ク
リ
ス
チ
ニ
ャ
は
、
こ
の
場
合
は
、
鮭
も
簡
邸
に
な
し
得
る
だ
ら
う

蛍
牌
は
償
値
あ
る
物
品
、
叉
は
賞
賊
な
る
も
の
と
す
。
但
し
現
金

た
る
べ
か
ら
ず
。

賞
牌
の
激
は
審
判
員
の
申
出
に
よ
り
競
技
準
備
開
休
幹
部
に
於
て

決
定
す
。

飛
暁
距
離
に
謝
す
る
特
別
賞
は
良
好
な
る
不
例
飛
躍
に
鋤
し
典
へ

ら
る
。

一
一
、
抗
議

抗
議
は
競
技
終
了
後
一
二
畔
間
以
内
に
文
諜
を
以
て
競
技
幹
部
に

提
出
す
る
淀
要
す
ｏ
但
し
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
賞
牌
授
典
前
た

る
べ
し
。

幹
部
は
抗
議
を
癖
明
し
自
ら
蛍
牌
授
典
前
回
答
を
な
す
。
此
が
決

定
に
鋤
し
控
訴
せ
ん
と
す
る
と
き
は
躯
件
は
風
際
ス
キ
ー
委
員
命
に

移
さ
る
。
そ
の
決
定
は
最
終
と
す
。

一
二
、
補
則

本
規
定
に
明
記
せ
ら
れ
ざ
る
事
項
に
就
て
は
競
技
主
俳
団
の
裁
定

に
よ
り
決
す
。

附
録採
靴
の
説
明

人
、
飛
躍
（
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
、
ア
ウ
グ
ス
ト
、
フ
ェ
ル
ト
氏
に
よ

る
）

審
判
貝
は
そ
の
探
黙
に
瀧
っ
て
、
特
別
の
汰
意
を
以
て
し
、
鱒
倒

2１
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く
く
し
。
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
出
溌
鮎
と
決
勝
鮎
と
は
同
一
標

祷
た
る
べ
し
。
召
集
は
出
褒
紬
附
近
に
於
て
行
ふ
く
し
。

全
て
の
競
走
に
剥
し
全
競
技
路
は
鋸
及
び
降
弊
中
に
於
て
も
識
別

し
得
る
様
充
分
に
記
銑
を
設
く
く
し
。
方
向
に
疑
義
を
生
じ
得
べ
き

地
紬
に
は
標
示
花
設
瞳
す
る
の
要
あ
り
。

全
走
路
は
競
技
痕
前
に
於
て
充
分
多
数
の
ス
キ
ー
家
に
よ
り
傑
痕

を
附
し
且
つ
脅
理
す
べ
き
も
の
な
り
。
競
技
準
備
剛
体
幹
部
は
競
走

路
の
盤
備
と
充
分
な
る
記
誠
の
設
遥
に
つ
き
黄
を
有
す
。

競
技
参
加
者
は
年
齢
一
八
歳
以
上
た
る
べ
し
。

競
技
準
備
開
体
は
自
画
参
加
者
に
封
し
よ
り
禰
含
年
齢
制
限
を
設

く
る
こ
と
を
得
。

参
加
者
は
身
体
診
断
の
施
行
を
要
求
さ
る
る
こ
と
あ
り
。

参
加
者
は
川
凌
前
次
項
に
つ
き
調
査
せ
ら
る
く
し
。

１
、
隙
師
の
診
断
を
行
は
る
べ
き
時
期

２
、
超
走
、
廻
避
、
妨
碍
等
に
開
す
る
規
定

３
、
休
養
所
及
び
救
擁
所

出
、
走
路
の
歌
況
特
に
困
難
な
る
地
熱
等

走
路
は
競
走
開
始
前
、
手
落
ち
な
く
周
知
せ
ら
ろ
く
し
。

参
加
者
は
準
備
閲
休
の
次
定
せ
る
時
間
一
徳
を
い
て
一
人
宛
出
装
す

る
も
の
と
す
。

ｈ
、
長
距
離
競
走
長
距
離
競
走
は
紗
く
も
三
○
キ
ロ
〆
Ｉ
ト
ル

以
上
簸
大
六
○
キ
ロ
メ
ー
ド
ル
と
す
。
共
他
の
規
定
は
滑
走
競
走
に

副Gr･ﾛ 副愈剛
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準
ず
。
参
加
者
年
齢
は
二
○
歳
以
上
た
る
べ
し
。

長
距
離
競
走
に
於
け
る
身
体
診
断
は
睡
制
的
な
り
。

長
距
離
競
走
は
校
合
競
走
の
少
く
も
二
日
前
又
は
後
に
行
ふ
く
し

長
大
な
る
競
走
を
行
ふ
の
際
に
は
参
加
希
が
休
憩
・
飲
食
に
よ
り

元
気
を
Ⅲ
復
し
得
べ
き
畔
を
設
澄
す
る
を
要
す
。

ｃ
、
飛
躍
参
加
年
齢
は
一
八
歳
以
上
た
る
べ
し
。

自
圃
ス
キ
ー
家
に
封
し
馴
際
的
ジ
ャ
ム
プ
競
技
出
場
年
齢
制
限
を

一
一
○
歳
と
し
、
ま
た
剛
隊
的
性
愛
の
競
走
に
際
し
一
八
’
二
○
談
の

幼
年
者
に
封
し
特
別
の
級
を
設
く
る
聯
合
団
は
、
所
脇
園
に
於
て
幼

年
級
と
認
め
ら
る
る
外
図
ス
キ
ー
家
が
，
如
上
の
幼
年
級
に
加
入
す

る
こ
さ
を
是
認
す
べ
き
も
の
な
り
。
但
し
此
は
特
に
届
出
づ
く
く
、

二
年
以
上
引
つ
置
き
幼
年
級
に
加
入
す
る
こ
さ
を
許
さ
ず
。
年
長
者

に
鋤
す
る
特
別
級
に
は
三
一
一
歳
以
上
の
も
の
の
み
加
入
し
得
・

全
て
の
級
及
び
競
技
に
於
て
年
齢
猟
定
の
限
界
を
一
月
一
日
と
す

八
、
競
技
者
の
級
別

圃
際
的
競
走
又
は
競
技
主
催
団
の
主
要
剛
体
の
行
へ
る
競
技
に
於

て
既
に
優
蛍
を
得
た
ろ
こ
さ
あ
る
参
加
肴
を
，
特
別
級
一
こ
な
す
か
否

か
は
競
走
主
催
図
に
於
て
決
定
す
。

九
、
探
拙

血
、
淵
走
競
走
滑
走
競
走
に
於
て
は
蝋
に
時
間
の
み
を
計
測
す

複
合
競
走
に
封
し
て
は
洲
走
競
走
紬
数
は
次
の
如
く
し
て
求
む
。

ｊ一
一
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
、
ス
テ
ム
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ
（
第
三
岡
）

く

（
斜
滑
降
商
の
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
、
タ
ー
ン
、
右
迦
稗
と
す
る
）

孔
、
斜
滑
降
か
ら
、
Ｌ
ス
キ
ー
の
体
重
を
抜
き
，
Ｒ
ス
キ

ー
に
全
体
を
移
し
、
出
来
得
る
限
り
角
度
を
大
に
、
Ｌ
ス

キ
ー
の
テ
ー
ル
を
外
側
に
開
く
。
雨
ス
キ
ー
の
尖
端
は
祁

接
せ
し
め
、
雨
膝
を
充
分
に
曲
け
よ
・
体
を
右
側
に
か
け

右
肩
を
後
方
に
引
け
。

ｂ
、
急
激
な
る
、
ボ
デ
ィ
、
ス
ウ
ィ
ン
グ
に
依
り
、
体
重

を
（
Ｌ
）
ス
キ
ー
（
外
側
）
に
移
し
、
Ｒ
ス
キ
ー
老
Ｌ
ス
キ

ー
に
平
行
の
位
遥
ま
で
運
ぶ
。

ｃ
、
雨
ス
キ
ー
ガ
平
行
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
体
重
は
．
正

し
く
前
方
即
ち
、
お
足
の
爪
先
に
か
け
よ
ｏ

ダ
ウ
ン
ヒ
ル
、
タ
ー
ン
に
於
い
て
は
、
ア
ッ
プ
ヒ
ル
Ｕ
タ
ｉ

ン
よ
り
も
よ
り
活
溌
な
る
ボ
デ
ィ
、
ス
ウ
ィ
ン
グ
が
必
要
と
な

る
。

ス
テ
ム
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ
は
、
ス
ー
プ
ム
・
タ
ー
ン
の
様
に

主
と
し
て
堅
雲
上
に
於
て
、
変
ウ
ン
ヒ
ル
、
タ
ー
ン
に
妓
も
狗

効
に
川
ひ
・
ら
れ
る
。
叉
こ
の
タ
ー
ン
は
、
良
罫
に
於
て
な
さ
れ

る
他
の
タ
ー
ン
よ
り
も
、
急
峻
な
ス
ロ
ー
プ
で
も
、
ス
ピ
ー
ド

の
早
い
時
に
於
て
も
，
奇
班
に
よ
り
確
変
に
方
向
雌
換
を
な
し

得
る
も
の
で
あ
る
。
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、

、
Ｊ二
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
、
ス
ー
プ
ム
、
一
プ
レ
マ
ー
ク
（
第
四
岡
）

／
ｆ
、（
斜
滑
降
脈
間
の
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
、
ル
ジ
ｌ
ン
、
左
廻
稗
の
場
合
）

ａ
、
斜
滑
降
か
ら
、
雨
膝
を
伽
け
、
Ｒ
ス
キ
ー
に
体
重
を
戦
せ
ず

は
祁
接
せ
し
め
）
ス
ー
プ
ム
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
幾
分
内
側
の
ェ

一

｡三一

■
剣
ロ

一一一▼ 戸
～ ■

■

■■

歩

ｇ
二
一
置
冨
氏
は
、
重
い
雲
の
時
の
．
ス
テ
ム
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ
、
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
、
タ
ー
ン
は
、
ス
ピ
ー
ド
が
な
け
れ
ば
、
よ
く
行
ふ
事
が

出
来
ぬ
。
ス
ロ
ー
プ
が
急
で
も
、
ス
ピ
ー
ド
の
な
い
斜
消
降
か
ら
の
、
ス
テ
ム
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ
は
、
雲
の
重
い
時
に
於
て
は
、
蛮
際
不
可

能
で
あ
る
。
斯
様
な
コ
ン
デ
イ
シ
ク
ン
の
際
の
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
、
タ
ー
ン
は
，
ス
テ
ム
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ
に
よ
く
似
て
居
る
が
、
然
し
、
或
軸

は
明
か
に
異
な
れ
る
ス
テ
ッ
プ
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ
が
右
効
で
あ
る
と
説
明
し
て
居
る
。

術
、
同
氏
に
依
れ
ば
、
三
十
度
叉
は
そ
れ
以
上
の
念
峻
な
ス
ロ
ー
プ
で
は
、
ス
テ
ム
、
タ
ー
ン
は
大
勝
困
難
で
あ
る
が
．
ス
テ
ム
、
ク
リ
ス

チ
ャ
ニ
ヤ
な
ら
ば
，
猫
、
癖
易
に
な
し
得
る
と
言
ふ
。

山
地
の
堅
雲
上
の
滑
降
中
に
於
け
る
タ
ー
ン
に
は
、
最
も
こ
の
ス
テ
ム
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ
が
有
効
で
は
な
か
ら
ぅ
か
。
こ
れ
に
付
い
て
の

問
題
は
，
今
後
大
い
に
私
共
が
研
究
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

二
、
、
篇
昌
‐
門
⑦
冨
冒
胃
］
向

ス
テ
ム
、
テ
レ
マ
ー
ク
も
、
叉
疫
際
そ
の
名
の
示
す
加
く
、

淫
。
旨
曾
冒
さ
胃
］
の
旨
胃
斤
さ
の
蝿
な
る
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
《
嘩
呂
〕
冒
岸
》
》
さ
名
付
け
て
居
る
人
も
あ
る
。

、
、
ノー
ア
ッ
プ
ヒ
ル
、
ス
ー
プ
ム
ー
テ
レ
マ
ー
ク

〆
Ｉ
Ｌ

（
直
淵
降
か
ら
の
、
ア
ッ
プ
ヒ
ル
、
タ
ー
ン
、
説
明
の
便
宜
上
、
左
廻
韓
の
錫
合
奄
』
す
）

ａ
、
正
規
の
直
滞
降
か
ら
完
全
な
る
全
制
動
を
な
す
。
ス
キ
ー
の
尖
端
は
必
氷
接
近
せ
し
め
、
体
重
は
雨
ス
キ
ー
に
均
等
に
あ
り
。

ｂ
、
廻
縛
せ
ん
一
こ
す
る
と
き
、
先
づ
Ｌ
ス
キ
ー
の
体
重
を
抜
き
Ｒ
ス
キ
ー
に
全
体
重
を
移
し
，
Ｂ
ス
キ
ー
の
内
側
の
エ
ッ
ヂ
を
少
し
づ
つ

立
て
、
テ
ー
ル
に
力
を
入
れ
る
ｏ
（
師
に
体
重
を
の
せ
る
様
に
す
る
）
こ
の
際
、
雨
膝
は
出
来
る
限
り
曲
げ
、
Ｌ
ス
キ
ー
は
平
踏
み
し
，
そ

の
尖
端
が
右
足
部
に
位
世
す
る
位
に
せ
よ
。

Ｃ
、
つ
嘆
け
て
、
上
身
を
内
側
に
廻
は
し
、
尻
を
谷
側
に
振
る
様
に
し
て
、
テ
マ
ー
ク
を
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

兎
に
角
、
ス
テ
ム
ミ
ン
グ
と
、
テ
レ
マ
ー
ク
の
出
来
る
人
で
あ
っ
た
な
ら
、
無
浩
作
に
な
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
タ
ー
ン
に
開
し
て
は
、

菩
冒
屋
．
団
量
●
｝
旨
昌
両
氏
が
、
そ
の
群
番
あ
一
肉
屋
冒
曾
ご
に
可
成
’
り
詳
細
に
述
べ
て
居
る
。

ス
テ
ム
、
タ
ー
ン
の
な
し
得
る
人
な
ら
ば
、
何
の
苦
な
し
に
憂
え
ら
れ
る
。

○
目
冒
三
氏
は
、
ス
テ
ム
、
テ
レ
マ
ー
ク
を
な
す
に
迩
営
な
る
、
雪
の
コ
ン
デ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
次
ぎ
の
如
く
述
べ
て
居
る
。

「
ス
テ
ム
、
テ
レ
マ
ー
ク
が
、
通
儲
し
て
脈
ろ
唯
一
の
コ
ン
デ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
破
れ
が
た
い
ク
ラ
ス
ト
の
上
で
回
あ
っ
て
、
こ
上
に
於
い
て
は

こ
の
タ
ー
ン
の
み
が
，
迅
迩
に
凡
つ
癖
易
に
確
愛
に
な
し
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
ク
ラ
ス
ト
に
於
い
て
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
ー
ス
ー
プ
ム
、
テ
レ

息

一一
一

堂
声
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Ｌ
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す
、
角
度
を
大
き
く
一
プ
ー
ル
を
外
側
に
開
い
て
（
ス
キ
ー
の
尖
端

エ
ッ
ヂ
を
立
て
る
。
上
身
は
出
来
得
る
限
り
内
方
（
左
方
）
に

傾
け
よ
。
Ｌ
ス
キ
ー
は
、
尚
内
側
の
エ
ッ
ヂ
を
強
く
立
て

Ｌ
前
方
に
動
く
。
ｂ
、
Ｌ
ス
キ
ー
を
少
し
く
不
踏
み
せ
し

め
、
体
重
を
雨
ス
キ
ー
に
均
等
に
託
し
、
全
制
動
の
姿
勢

に
移
る
。
雨
脚
は
殆
ん
ど
、
坑
戒
ぐ
に
し
、
雨
ス
キ
ー
の

内
側
の
エ
ッ
ヂ
を
少
し
立
て
る
。
体
重
は
爪
先
に
あ
り
。

。
、
休
亜
を
肌
ス
キ
ー
に
置
換
し
、
内
側
の
エ
ッ
ヂ
を
嘘

く
立
て
る
。
脚
は
テ
レ
マ
ー
ク
姿
勢
と
し
、
Ｌ
ス
キ
、
ｉ
の

尖
端
を
、
右
足
部
に
接
せ
し
め
る
位
に
せ
よ
。

こ
の
タ
ー
ン
に
際
し
て
は
（
ア
ッ
プ
ヒ
ル
、
タ
ー
ン
に
於
て

も
然
り
）
杖
は
、
便
川
し
て
な
ら
ぬ
。
直
滑
降
か
ら
の
、
ダ
ウ

ン
ヒ
ル
、
タ
ー
ン
は
側
の
励
作
を
除
去
し
た
も
の
で
あ
る
。

帥
伽
は
全
然
，
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
、
ス
ラ
ム
、
タ
ー
ン
に
等
し
い
。

ア
ッ
プ
ヒ
ル
、
タ
ー
ン
ざ
同
じ
様
に
、
こ
れ
も
、
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
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